
2補正予算
4,348万5千円を可決

12牛120頭の飼育が日課

安全な農産加工品で高収入 5

7議員町の考えをただす 6

4ペットボトルを分別

No.37No.37
2006.10.30発行

議会だより

いきいきとした町づくりをめざして

発 行/ 徳島県勝浦町議会 編 集/ 議会広報調査特別委員会 〒771-4395　徳島県勝浦郡勝浦町久国　TEL（0885）42 − 2511

DTP
議会だよりかつうら



議会だより かつうら ２

補正予算

９月定例会

万5千円を可決

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル

施
設
の
予
算
を
可
決

九
月
定
例
会
は
十
三
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
十
四
日
間
開
か
れ
、
十
八
年
度
補
正

予
算
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
と
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意
に

つ
い
て
は
、
全
員
一
致
で
可
決
、
条
例
の
一
部
改
正
は
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
民
保
護
法
案
関
連
の
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、
討
論
の
後
、
採
決
を
行
い

賛
成
八
人
、
反
対
三
人
で
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
に
は
七
議
員
が
登
壇
し
、
町
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

30億 8,428万9千円に

廃棄物再生利用等推進費
（ペットボトルの処理） 1,545万4千円

簡易水道会計繰出金 499万3千円
（棚久水道組合）

義務教育振興費　308万4千円
（中学校体育館耐震設計委託料）

県単土地改良費　400万1千円
（陽地農道）

県単林道事業費　350万3千円
（婆羅尾・岩屋線）

◆◆◆補正の主なもの◆◆◆

平成17年度各会計

歳入歳出決算の認定

歳　入　43億2,344万7,799円

歳　出　39億3,747万15円

差引残額 3億8,597万7,784円

総務産建常任委員会に付託しました

一
般
会
計

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
圧
縮
機

▼

DTP
一般会計補正予算



武
力
攻
撃
の
際
に
住
民
を
守
る
た
め
の
備
え
と

し
て
、
勝
浦
町
に
も
協
議
会
を
設
置
す
る
条
例

西
浜
・
井
出
議
員

こ
の
条
例
は
憲
法
に
定
め
る
基
本
的
人
権
を
制

約
し
、
国
民
と
地
方
自
治
体
を
戦
争
に
巻
き
込
む

体
制
を
作
る
も
の
で
あ
る
。

溝
田
議
員

現
在
も
世
界
各
地
で
戦
争
が
起
き
て
い
る
。
今
、

直
ち
に
勝
浦
町
に
危
機
が
迫
っ
て
い
る
と
は
思
え

な
い
が
、
備
え
は
十
分
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

原
案
に
賛
成

松
田
、
大
西
、
川
端
、
国
清
、
溝
田
、

福
徳
、
森(

敏)

、
中
西
の
八
議
員

原
案
に
反
対

井
出
、
原
田
、
西
浜
の
三
議
員

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

議会だより かつうら３

中学校体育館耐震設計を委託

教
育
委
員
会
委
員

武

田

京

氏
︵
中
角
︶

の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

幸

山

喜

己

氏
︵
棚
野
︶

の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

道
路
整
備
の
促
進
と
道
路
財
源
の

確
保
に
関
す
る
意
見
書

◎
提
出
先

衆
、
参
両
院
議
長
　
内
閣
総
理
大
臣

国
土
交
通
大
臣
　
　
財
務
大
臣

総
務
大
臣
　
　
　
　
県
選
出
国
会
議
員

全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

予算総額

4,348

一般会計

採
決

賛
成

反
対

西

浜

勝

己
議
員

議
員
在
職
三
十
五
年
以

上
の
自
治
功
労
で
総
務
大

臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

DTP
一般会計補正予算

DTP
国民保護協議会条例討論、採決の結果可決

DTP
道路整備の促進と道路財政の確保に関する意見書



十
八
年
度
の
燃
料
費
は
ど

れ
く
ら
い
の
見
通
し
か
。

ま
た
、
民
間
業
者
や
小
松
島
市

の
焼
却
料
は
ど
の
く
ら
い
か
。

燃
料
費
は
十

六
年
度
二
百

五
十
万
円
、
十
七
年
度
五
百
二
十

五
万
円
、
十
八
年
度
は
八
百
万
円

程
度
に
な
る
見
通
し
で
あ
る
。
焼

却
の
経
費
は
民
間
、
小
松
島
市
と

も
一
ｔ
当
た
り
四
万
か
ら
五
万
円

で
あ
る
。

早
期
に
結
論
を
出
し

取
り
組
む
よ
う
に
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

補
正
予
算
な
ど
に
つ
い
て
は
、

九
月
議
会
に
提
案
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

九
月
五
日
に
開
き
、
一
般
会
計

補
正
予
算
、
勝
浦
町
国
民
保
護
協

議
会
条
例
と
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
同
意
等
に
つ

い
て
審
議
し
ま
し
た
。

勝
浦
町
国
民
保
護
協

議
会
条
例
等
に
つ
い
て
参
事
よ
り

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

国
民
保
護
の
観
点
よ
り
も

軍
事
費
増
強
の
隠
れ
み
の

で
は
な
い
の
か
。
現
状
で
は
北
朝

鮮
の
脅
威
は
あ
る
が
、
有
事
の
際

と
な
る
と
ピ
ン
と
こ
な
い
と
こ
ろ

が
あ
る
。

国
や
県
の
方
針
に

従
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
面
も
あ
る
。
他
町
村
で
は

六
月
に
制
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

多
い
の
で
、
今
議
会
で
お
願
い
し

た
い
。

保
護
協
議
会
設
置
に
対
す

る
補
助
金
は
あ
る
の
か
。

特
に
な
い
が
自
治

体
と
し
て
有
事
の

際
の
避
難
、
誘
導
を
含
め
武
力
攻

撃
に
対
す
る
対
応
は
必
要
で
あ
る
。

勝
浦
町
国
民
保

護
協
議
会
条
例
と
併
せ
て
、
保
護

対
策
本
部
及
び
緊
急
対
策
本
部
条

例
に
つ
い
て
は
意
見
が
ま
と
ま
っ

て
い
な
い
の
で
、
全
員
協
議
会
に

ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
九
月
議

会
に
提
案
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

九
月
四
日
に
委
員
会
を
開
き
、

十
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

運
送
会
社
の
倉

庫
の
一
部
を
借
り
て
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
分
別
を
始
め
た
い
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

面
積
や
借
り
上
げ
の
時
期
、

賃
貸
料
は
ど
れ
く
ら
い
必

要
か
。

面
積
は
七
十

五
坪
で
一
カ

月
九
万
円
、
十
月
か
ら
工
事
に
か

か
り
、
十
二
月
か
ら
稼
働
の
予
定

で
あ
る
。

ご
み
焼
却
に
つ

い
て
民
間
業
者
の
調
査
状
況
や
、

小
松
島
市
と
の
協
議
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

住
民
課
長
か
ら

十
八
年
度
中
に

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
分
別

問

答
住
民
課
長

委
員
か
ら

問

問 住
民
課
長
か
ら

答

参
事

議会だより かつうら ４

ペットボトル処理予定の倉庫

ピ
ン
と
こ
な
い

国
民
保
護
条
例

答
住
民
課
長

問 参
事
か
ら

答

参
事

委
員
会
と
し
て

DTP
総務産建常任委員会

DTP
文教厚生常任委員会

DTP
十八年度中にペットボトルを分別

DTP
委員会ハイライト



議会だより かつうら５

長
野
県
喬
木
た
か
ぎ

村
で
は
食

品
加
工
、
販
売
で
有
名
な

小
池
芳
子
氏
が
経
営
す
る

農
産
加
工
所
を
見
学
、
農

家
が
生
き
残
る
た
め
、
生

産
し
た
農
産
物
を
全
て
収

入
に
つ
な
げ
て
い
く
よ
う

ジ
ュ
ー
ス
、
ジ
ャ
ム
、
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
等
の
農
産
加

工
に
力
を
入
れ
て
、
安
全

食
品
を
生
み
出
し
商
品
化

し
て
、
販
売
で
き
る
シ
ス

テ
ム
を
作
り
高
収
入
を
上

げ
る
応
援
を
し
て
い
ま
し

た
。

長
野
県
飯
山
市
で
は
、
人
員
削
減
や
経
費
削
減
な
ど
従
来
型
の

改
革
だ
け
で
な
く
市
民
と
の
協
働
や
市
民
満
足
度
の
向
上
、
成
果

を
重
視
し
た
行
政
経
営
改
革
を
基
本
方
針
に
行
動
計
画
を
立
て
実

行
し
て
い
ま
す
。
公
共
工
事
の
見
直
し
で
は
業
者
の
﹁
請
負
工
事

方
式
﹂
か
ら
、
地
域
や
区
民
団
体
へ
の
﹁
協
働
の
道
づ
く
り
﹂
へ

と
方
向
を
転
換
、
年
間
の
道
路
改
良
費
は
半
分
に
な
っ
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
で
同
じ
や
り
方
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
住
民
と
共
に

知
恵
と
力
を
出
し
合
う
計
画
に
は
大
き
な
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

佐
賀
県
有
田
町
は
、
有
田
焼
で
有
名
な
町
で
す
。
ご
み
収
集
の

拠
点
で
あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
を
見
学
、
説
明
を
受
け
、
今
後

の
課
題
や
対
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

有
田
町
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
か
ら
、
住
民
の
協
力

を
得
る
ま
で
に
数
年
を
要
し
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
勝
浦
町
で
も

始
ま
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
住
民
の
協
力
が
不
可
欠

で
あ
り
、
い
か
に
し
て
周
知
、
徹
底
す
る
の
か
が
鍵
と
な
り
そ
う

で
す
。

長
崎
県
川
棚
町
は
大
村
湾
に
面
し
た
人

口
一
万
五
千
人
余
り
の
町
で
、
地
域
が
一

体
と
な
り
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
町
立
図
書
館
が
無
い
た
め
町
内
に

四
つ
あ
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
で
は
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
や
貸
し
出
し
が
行
わ
れ
て
お

り
、
子
育
て
中
の
保
護
者
の
交
流
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

町
独
自
の
事
業
と
し
て
十
カ
月
検
診
時

に
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

伝
え
な
が
ら
絵
本
三
冊
を
渡
す
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
や
、
第
三
子
へ
特
別
出
産
祝

金
の
支
給
な
ど
も
行
っ
て
お
り
、
本
町
と

し
て
も
取
り
組
む
べ
き
で
な
い
か
と
感
じ

ま
し
た
。

子
育
て
サ
ー
ク
ル
で

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

安
全
な
農
産
加
工
品
で
高
収
入

道
路
改
良
費
が
半
分
に

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル

住
民
の
協
力
が
不
可
欠

DTP
総務産建常任委員会

DTP
視察研修報告

DTP
文教厚生常任委員会
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一 般 質 問

の
特
別
障
害
者
控
除
の
認
定
証

は
百
四
十
二
人
に
発
行
し
て
い

る
。

老
年
者
控
除
廃
止
等
で

税
金
が
上
が
り
高
齢
者

の
負
担
が
増
え
て
い
る
。
六
十

五
歳
以
上
の
人
の
う
ち
介
護
保

険
料
の
ラ
ン
ク
が
上
が
っ
た
の

は
何
人
か
。

ま
た
﹁
年
金
も
減
っ
て
い
る

の
に
、
な
ぜ
何
も
か
も
値
上
げ

な
の
か
﹂
と
の
高
齢
者
の
声
を

町
長
は
ど
う
受
け
止
め
て
い
る

か
。保

険
料
の
ラ
ン
ク
が
上
が
っ
た

人
は
二
百
五
十
人
余
り
で
あ
る
。

神
山
町
で
は
、
第
三
子

の
保
育
料
無
料
化
を
来

年
度
か
ら
実
施
す
る
が
、
勝
浦

町
も
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

ま
た
、
無
料
化
す
る
場
合
、

そ
の
対
象
者
数
と
財
政
負
担
は

ど
の
位
に
な
る
か
。

該
当
者
は
０
歳
か
ら
五
歳
迄

で
二
十
一
人
、
負
担
は
四
百
八

十
万
円
に
な
る
。

無
料
に
す
る
こ

と
が
適
当
か
ど

う
か
検
討
し
た
い
。

介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
人
の
障
害
者
控
除
の

扱
い
に
つ
い
て
周
知
で
き
て
い

る
の
か
。

ま
た
、
障
害
者
の
認
定
証
を

発
行
し
た
の
は
何
人
か
。

周
知
で
き
て
い
な
い
の
で
、

今
後
、
広
報
等
で
周
知
し
て
い

く
。
要
介
護
四
・
五
に
つ
い
て

国
の
激
変
緩
和

措
置
が
あ
る
が
、

町
と
し
て
も
国
や
県
に
声
を
届

け
て
い
き
た
い
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
料

金
が
支
払
え
な
い
た
め
、

加
入
を
見
送
っ
て
い
た
世
帯
が

共
同
ア
ン
テ
ナ
組
合
の
解
散
に

よ
り
、
取
り
残
さ
れ
る
事
態
が

起
き
て
い
る
。
﹁
情
報
格
差
を

無
く
す
﹂
と
い
う
こ
と
で
取
り

組
ん
だ
事
業
が
、
結
果
と
し
て

貧
し
い
者
を
切
り
捨
て
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
お
か
し

い
。
町
が
救
済
す
べ
き
で
な
い

か
。

実
質
加
入

率
は
九
十

％
で
あ
る
が
、
補
助
事
業
な
の

で
締
め
切
り
以
降
の
加
入
は
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
の
話
に
な
り
十
三
万

円
余
り
の
加
入
金
が
必
要
と
な

る
。

生
活
保
護
世
帯

に
は
二
分
の
一

の
助
成
も
行
っ
て
お
り
、
締
め

切
り
以
後
の
申
し
込
み
に
つ
い

て
の
補
助
は
難
し
い
。

問

答

町
長

答

町
長

岩佐福祉課長

問

井
出
美
智
子
議
員

第
三
子
の
保
育
料
を

無
料
に
し
て
は

適
当
か
ど
う
か
検
討
す
る
︵
町
長
︶

答
戸
川
参
事

共
同
ア
ン
テ
ナ
組
合

解
散
の
問
題
点
を

ど
う
解
決
す
る
の
か

答
岩
佐
福
祉
課
長

問

答
岩
佐
福
祉
課
長

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
の

障
害
者
控
除
扱
い

の
周
知
を

広
報
等
で
周
知
に

努
め
る

︵
福
祉
課
長)

高
齢
者
の
悲
鳴
を

ど
う
受
け
止
め
る
か

声
を
国
や
県
に
届
け

た
い
　
　
　
︵
町
長)

答
岩
佐
福
祉
課
長

問

答

町
長

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
未
加
入
者
を
ど
う
す
る

DTP
第三子の保育料を無料にしては

DTP
介護認定を受けている人の障害者控除扱いの周知を

DTP
高齢者の悲鳴をどう受け止めるか
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一 般 質 問

町
内
に
は
保
育
所
運
営
の
実

績
が
あ
る
社
会
福
祉
法
人
が
な

く
、
近
隣
市
町
で
委
託
先
が
あ

る
か
当
た
っ
て
み
た
い
。

鳴
門
市
、
小
松

島
市
な
ど
の
情

報
収
集
を
し
て
い
る
。
話
が
煮

つ
ま
り
し
だ
い
説
明
会
を
開
催

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

保
育
所
を
平
成
二
十
年

を
目
途
に
民
間
委
託
し

た
い
。
十
九
年
度
ま
で
に
十
分

調
査
研
究
し
関
係
者
の
理
解
を

求
め
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し

て
き
た
の
か
。

公
営
と
民
間
委
託
の
場

合
、
国
の
補
助
金
は
ど

ち
ら
が
有
利
な
の
か
。

三
千
百
八
十
万
円
の
国
の
補

助
金
が
一
千
二
百
万
円
に
な
り
、

一
千
九
百
八
十
万
円
の
町
費
負

担
が
増
加
し
た
。

ま
た
、
延
長
保
育
な
ど
は
民

間
は
補
助
金
が
あ
る
が
、
公
営

の
場
合
は
な
い
。

問

答

町
長

公
営
と
民
営

ど
ち
ら
が
有
利
か

町　長

どうなる保育所の民営化

森
　

敏

治
議
員

答
岩
佐
福
祉
課
長

問答
岩
佐
福
祉
課
長

河
内
村
長
は
合
併
を
望
ん
で
い

る
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
町
長

は
こ
の
懇
話
会
を
ど
う
認
識
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
合
併
の

意
思
表
示
を
す
べ
き
で
は
な
い

の
か
。

懇
話
会
は
合
併

を
前
提
と
し
た

も
の
で
は
な
い
。
現
段
階
で
は

個
別
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
、
広
域
で
取
り
組
め
る
も

の
に
つ
い
て
進
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
合
併
に
つ
い
て
は
、

時
期
が
来
れ
ば
決
断
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

徳
島
市
長
の
呼
び
か
け

で
、
十
市
町
村
長
が
共

通
す
る
行
政
課
題
や
広
域
化
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し
合
い

を
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
徳
島

市
長
は
四
十
万
人
規
模
の
中
核

市
構
想
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

す
で
に
小
松
島
市
長
や
佐
那

個
人
向
け
住
宅
の
耐
震

補
強
工
事
の
希
望
者
が

二
件
と
少
な
い
。
有
利
な
補
助

金
制
度
な
の
に
希
望
者
が
少
な

い
の
は
な
ぜ
か
。

補
強
工
事
と
な
る
と
六
十
万

円
か
ら
三
百
万
円
位
の
個
人
負

担
が
か
か
る
の
で
、
た
め
ら
っ

て
い
る
人
が
多
い
と
思
う
。

問

答

町
長

耐
震
補
強
工
事
件
数

が
少
な
い
の
は
な
ぜ

徳
島
市
と
の
合
併
を
考
え
て
い
る
の
か

懇
話
会
は
合
併
を
前
提

と
し
な
い

︵
町
長
︶

福

徳

重

二
議
員

問答
松
田
住
民
課
長

保
育
所

民
間
委
託
の
取
り
組
み
状
況
は

情
報
収
集
の
段
階
︵
町
長
︶

耐
震
補
強
が
進
む
横
小
体
育
館

DTP
森敏治議員

DTP
町長



八
月
に
立
川
地

区
関
係
者
に
現

状
の
説
明
を
し
た
。
今
後
、
広

域
か
民
間
委
託
か
調
査
研
究
し

て
早
く
方
向
性
を
示
し
、
で
き

れ
ば
来
年
度
予
算
に
反
映
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。

十
七
年
度
一
般
会
計
決

算
は
執
行
率
九
十
二
％

で
特
に
土
木
費
、
災
害
復
旧
費

の
繰
り
越
し
が
多
い
。
繰
り
越

し
は
課
題
を
次
年
度
に
延
ば
す

だ
け
で
工
事
等
が
遅
れ
て
行
く
。

見
通
し
の
甘
さ
が
指
摘
さ
れ
る

と
思
う
が
。

災
害
復
旧
費
県
補
助
金
は
、

災
害
査
定
、
県
協
議
、
実
施
設

計
等
に
時
間
を
要
し
た
た
め
で

あ
る
。
土
木
費
国
庫
補
助
金
は

用
地
、
建
物
の
補
償
、
工
法
の

選
定
等
に
手
間
取
り
繰
り
越
し

と
な
っ
た
。
今
後
は
、
状
況
を

把
握
し
適
正
な
予
算
執
行
に
努

め
た
い
。

確
認
等
を
し
て
、
現
在
は
路
線

測
量
及
び
道
路
設
計
中
だ
。
残

さ
れ
た
課
題
も
あ
る
が
、
来
年

度
着
工
に
な
る
よ
う
期
待
し
て

い
る
。

沖
野
工
区
は
地
す
べ
り
地
域

で
も
あ
り
地
質
調
査
、
の
り
面

対
策
工
事
の
修
正
設
計
等
を
行

い
な
が
ら
進
め
て
い
る
。
早
期

完
成
は
地
質
条
件
等
に
よ
り
不

確
定
な
部
分
が
あ
る
が
、
一
日

も
早
い
供
用
を
県
に
強
く
要
望

し
て
行
く
。

徳
島
市
な
ど
と
の
懇
話

会
は
中
核
市
を
見
据
え

た
も
の
で
あ
る
。
将
来
中
核
市

構
想
に
参
画
す
る
の
か
、
単
独

行
政
で
自
立
計
画
を
立
て
て
い

く
の
か
町
長
は
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

を
示
す
べ
き
だ
。懇

話
会
は
合
併

を
前
提
と
し
て

い
な
い
。
行
財
政
の
課
題
の
解

消
や
広
域
化
の
取
り
組
み
を
議

論
す
る
よ
い
機
会
だ
。
合
併
に

つ
い
て
は
、
時
期
が
く
れ
ば
判

断
し
決
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。

県
道
徳
島
・
上
那
賀
線

の
二
車
線
化
は
勝
浦
郡

民
の
長
年
の
悲
願
で
あ
り
、
町

の
発
展
に
も
大
き
く
影
響
を
及

ぼ
す
重
要
な
問
題
だ
。
柳
原
工

区
の
進
捗
状
況
は
。

ま
た
、
沖
野
工
区
の
工
事
期

間
が
長
す
ぎ
る
の
で
は
。

柳
原
工
区
は
七
月
に
地
元
説

明
会
を
し
、
伐
採
す
る
樹
木
の

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は

処
理
能
力
が
半
減
、
毎

年
補
修
費
も
多
額
で
、
全
体
の

費
用
が
多
く
か
か
り
過
ぎ
て
い

る
。
重
油
の
高
騰
で
今
年
の
燃

料
費
は
一
昨
年
の
三
倍
に
な
る

と
聞
く
。

民
間
委
託
や
広
域
化
を
唱
え

て
い
る
が
、
早
く
方
向
を
示
し

協
議
を
進
め
る
べ
き
だ
。

問

議会だより かつうら 8

一 般 質 問

答

町
長

問

問

倉坪産業建設課長

中
核
市
構
想

町
長
は
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
せ

時
期
が
来
れ
ば
決
断
︵
町
長
︶

大

西

一

司
議
員

県
道
改
良

工
事
期
間
長
す
ぎ
る

早
期
完
成
を
県
に

要
望
︵
産
業
建
設
課
長)

土
木
費

執
行
率
が
悪
い

問

ご
み
処
理

民
間
委
託
か
広
域
行

政
か
方
向
を
示
せ

来
年
度
予
算
に
反
映
さ

せ
る
　
　
　
　
︵
町
長)

答
倉
坪
産
業
建
設
課
長

答
倉
坪
産
業
建
設
課
長

答

町
長

沖野工区の一日も早い完成を

DTP
土木費執行率が悪い
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一 般 質 問

町
長
や
参
事
は
財
政
の

非
常
に
厳
し
い
現
況
か

ら
、
財
政
再
建
団
体
に
な
る
恐

れ
が
二
十
三
年
頃
か
ら
二
十
五

年
頃
に
先
送
り
に
な
っ
た
程
度

で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
行

財
政
改
革
を
続
行
す
る
な
ら
ば

心
配
な
い
と
思
う
。

ま
た
、
景
気
の
好
転
に
よ
る

国
の
税
収
増
加
と
合
わ
せ
て
、

平
成
二
十
二
年
に
終
了
す
る
過

疎
債
を
二
、
三
年
延
長
し
て
も

ら
え
ば
大
丈
夫
と
思
う
が
。

過
疎
債
に

つ
い
て
は

全
国
的
な
組
織
も
あ
る
の
で
要

望
も
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

平
成
十
七
年
度
決
算
の

結
果
と
、
今
後
の
財
政

の
状
況
は
。

ま
た
、
一
市
四
町
合
併
が
協

議
さ
れ
て
い
た
平
成
十
四
年
と

比
べ
六
億
円
弱
起
債
が
減
り
、

病
院
や
国
保
会
計
積
立
金
を
合

算
す
れ
ば
基
金
は
二
十
億
円
に

な
る
。
こ
れ
は
川
口
前
町
長
が

人
件
費
や
思
い
切
っ
た
行
革
を

他
市
町
村
よ
り
早
く
実
施
し
た

結
果
で
あ
る
。

十
八
年
度
の
地
方
交
付
税
が

他
町
村
と
比
較
し
て
減
少
率
が

低
い
が
そ
の
要
因
は
。十

七
年
度

の
財
政
数

値
は
公
債
比
率
二
〇
・
七
％
、

経
常
収
支
比
率
八
九
・
五
％
、

起
債
制
限
比
率
十
六
・
五
％
、

財
政
力
指
数
〇
・
二
四
で
あ
る
。

十
八
年
度
決
算
の
見
通
し
に
つ

い
て
は
大
き
な
事
業
が
な
い
と

予
測
さ
れ
る
の
で
三
十
三
億
六

千
九
百
万
円
程
度
に
な
る
と
思

う
。

前
町
長
が
行
政

改
革
に
一
生
懸

命
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
本

町
の
地
方
交
付
税
が
他
町
村
に

比
べ
て
減
少
率
の
低
下
に
つ
な

が
っ
た
と
思
う
。

国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
で
、
七
十
歳

以
上
の
自
己
負
担
が
現
役
並
所

得
の
場
合
は
二
割
が
三
割
と
な

る
。
該
当
者
は
ど
の
く
ら
い
か
。

ま
た
、
出
産
祝
金
が
三
十
万

円
か
ら
三
十
五
万
円
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
が
社
会
保
険
加
入
者

は
ど
う
な
る
の
か
。

三
割
負
担

の
該
当
者

は
六
、
七
人
で
あ
る
。

出
産
祝
金
は
社
会
保
険
も
金

額
に
差
は
な
い
。

問

問

問

答

町
長

所得により３割負担に

中

西

晴

美
議
員

過
疎
債
の
延
長
を

答
戸
川
参
事

答
戸
川
参
事

戸川参事

地
方
交
付
税
が
他
町
村
に
比
べ

減
少
率
が
低
い
の
は
な
ぜ

行
政
改
革
取
り
組
み
の
効
果
︵
町
長
︶

答
戸
川
参
事

国
保
改
正

高
齢
者
現
役
並
負
担

の
該
当
者
は

六
人
か
七
人
程
度(

参
事)
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最
近
は
慢
性
的
な
看
護

師
不
足
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
が
、
新
規
採
用
の
状
況

と
今
後
の
対
策
は
。

ま
た
、
臨
時
看
護
師
の
待
遇

改
善
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
。

看
護
師
不
足
は
医
師
同
様
に

深
刻
な
状
況
で
あ
り
、
八
月
の

広
報
で
募
集
し
た
が
応
募
が
な

か
っ
た
。
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
や
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
出
し
て
い
る
が

今
後
は
新
聞
広
告
等
も
考
え
て

い
き
た
い
。

臨
時
職
員
の
雇

用
期
間
や
勤
務

体
制
等
を
総
合
的
に
判
断
し
て
、

よ
り
よ
い
職
場
に
な
る
よ
う
待

遇
改
善
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

郵
便
局
横
の
交
差
点
を

拡
幅
し
、
病
院
へ
の
車

の
出
入
り
を
し
や
す
く
し
て
は

ど
う
か
。
ま
た
、
病
院
近
く
の

堤
防
脇
の
歩
道
が
ひ
ど
く
痛
ん

で
い
る
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
愛
好

今
年
に
入
り
県
が
発
注

し
た
土
木
工
事
で
談
合

が
行
わ
れ
逮
捕
者
が
出
る
事
件

が
あ
っ
た
。
談
合
と
過
当
競
走

に
よ
り
落
札
率
に
極
端
な
差
が

あ
る
。
総
合
評
価
方
式
を
導
入

し
て
は
。

総
合
評
価
方
式
を
導
入
す
れ

ば
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
と
思
う
が
、

職
員
の
評
価
能
力
や
人
員
確
保

等
を
考
え
る
と
難
し
い
。

今
後
、
こ
う
し
た
制
度
に
つ

い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

浄
化
槽
の
管
理
や
ご
み

収
集
運
搬
等
の
発
注
方

法
に
問
題
点
は
な
い
の
か
。

随
意
契
約
に
よ
る
委
託
業
務

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
住
民
生

活
に
直
結
し
た
業
務
内
容
ば
か

り
な
の
で
、
見
積
価
格
が
安
い

だ
け
で
な
く
緊
急
時
に
お
け
る

人
員
の
確
保
や
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
等
を
作
成
す
る
な
ど
、
契
約

内
容
を
十
分
吟
味
し
検
討
し
て

い
く
。

問
松

田

貴

志
議
員

公
共
事
業

総
合
評
価
方
式
を

導
入
し
て
は

今
後
の
検
討
課
題
と

し
た
い(

産
業
建
設
課
長)

問

勝
浦
病
院

看
護
師
の
採
用
は

募
集
し
た
が
応
募
が
な
い

︵
病
院
事
務
局
長
︶

答
幸
野
病
院
事
務
局
長

者
が
多
く
利
用
し
、
通
学
路
で

も
あ
る
の
で
早
急
に
改
修
す
べ

き
で
は
。

危
険
な
箇
所
か
ら
計
画
的
に

補
修
を
行
い
た
い
。

県
道
に
出
る
と

き
に
西
側
の
見

通
し
が
悪
い
の
は
認
識
し
て
い

る
。
関
係
者
と
協
議
す
る
な
ど

対
応
を
考
え
て
み
た
い
。

答

町
長

ご
み
収
集
、
浄
化
槽

管
理
の
問
題
点
は

松田住民課長

病院入口の拡幅を

答
倉
坪
産
業
建
設
課
長

問 病
院
入
口
道
路
を

拡
幅
し
て
は

検
討
し
対
応
も
考
え
る

︵
町
長)

答
倉
坪
産
業
建
設
課
長

問答
松
田
住
民
課
長

答

町
長

幸野病院事務局長

DTP
病院入口道路を拡幅しては

DTP
総合評価方式を導入しては
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勉
強
会
な
ど
の
取
り
組
み
を
し

て
も
ら
え
る
と
非
常
に
あ
り
が

た
い
。

少
子
化
が
進
ん
で
い
る

が
、
小
学
校
統
合
の
計

画
や
展
望
は
。

現
在
の
生
徒

数
は
小
、
中

学
校
合
わ
せ
て
四
百
三
十
五
人

だ
が
、
平
成
二
十
年
に
は
四
百

人
を
切
る
見
通
し
で
あ
る
。
横

瀬
小
で
は
九
十
人
、
生
比
奈
小

で
百
十
人
程
度
に
な
る
が
、
百

人
前
後
で
推
移
す
れ
ば
統
合
せ

ず
に
や
っ
て
行
き
た
い
。
い
ず

れ
は
一
小
学
校
の
時
代
も
来
る

と
思
う
が
か
な
り
先
の
こ
と
に

な
る
と
思
う
。

二
度
の
合
併
協
議
が
と

ん
ざ
し
自
立
の
道
を
歩

む
こ
と
に
な
っ
た
が
、
今
後
、

町
単
独
で
は
難
し
い
ご
み
処
理

な
ど
は
、
広
域
的
な
取
り
組
み

が
必
要
と
思
う
が
。

町
単
独
で
困
難

な
事
業
と
し
て
、

ご
み
処
理
と
救
急
消
防
体
制
が

あ
る
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
老

朽
化
に
伴
う
問
題
は
、
調
査
、

研
究
の
了
解
を
地
元
立
川
地
区

か
ら
得
ら
れ
た
の
で
、
早
急
に

隣
接
市
や
民
間
会
社
と
協
議
す

る
。
救
急
消
防
の
整
備
は
、
消

防
組
織
法
の
改
正
で
広
域
化
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も

時
代
に
合
っ
た
方
向
で
解
決
に

努
力
し
た
い
。

広
域
行
政
に
取
り
組
む

に
は
、
隣
接
の
小
松
島

市
と
の
信
頼
関
係
が
重
要
だ
。

執
行
機
関
と
共
に
、
我
々
議
会

と
し
て
も
信
頼
関
係
の
再
構
築

に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
思
っ
て

い
る
が
町
長
の
見
解
は
。

理
事
者
間
の
話

し
合
い
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
議
会
も
市
議
会
と

高
齢
者
保
健
計
画
と
介

護
保
険
計
画
の
中
で
、

何
を
最
重
要
視
し
て
取
り
組
む

の
か
。

今
回
の
計
画
で
は
、
要
支
援

や
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
高

齢
者
を
目
指
し
、
予
防
重
視
の

方
向
で
取
り
組
み
た
い
。

長
野
県
飯
山
市
で
は
、

住
民
と
行
政
が
と
も
に

知
恵
を
出
し
合
い
条
例
改
正
す

る
な
ど
し
て
﹁
協
働
す
る
ま
ち

づ
く
り
﹂
に
よ
る
行
財
政
改
革

を
進
め
て
い
る
。
勝
浦
町
の
行

革
の
進
め
方
は
。

平
成
十
六

年
に
策
定

し
た
行
財
政
改
革
大
綱
の
中
で
、

協
働
型
社
会
へ
の
移
行
と
い
う

こ
と
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
育
成
、
民
間

委
託
、
受
益
者
負
担
の
見
直
し
、

補
助
金
の
審
査
厳

格
化
な
ど
を
唱
っ

て
い
る
。
飯
山
市

の
よ
う
に
小
規
模

農
林
土
木
事
業
の

地
元
施
工
の
推
進

も
行
革
の
有
効
な

手
段
と
思
う
。

問答

町
長

答
戸
川
参
事

問

問

答

町
長

西

浜

勝

己
議
員

将来は一小学校の時代も

教 育 長

ご
み
処
理

広
域
行
政
で
解
決
を

早
急
に
隣
接
市
や
民
間
会
社
と
協
議

︵
町
長
︶

小
松
島
市
と
の

信
頼
関
係
は
重
要

小
学
校
統
合
の
展
望
は

百
人
前
後
が
維
持
で
き
れ

ば
二
小
学
校
で

︵
教
育
長)

高
齢
者
保
健
計
画

の
重
点
施
策
は

予
防
重
視
で
取
り
組
む

︵
福
祉
課
長)

今
後
の
行
革
の

進
め
方
は

答
教
育
長

答
岩
佐
福
祉
課
長

問

問

DTP
高齢者保健計画の重点施策は

DTP
今後の行革の進め方は
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支那事変当時満州で

人形と花のフェスティバル人形と花のフェスティバル

QA QA

QA QA

QA Q

牛
百
二
十
頭
の
飼
育
が
日
課

　
ご
家
族
は

　
八
十
六
歳
に
な
る
婆
さ
ん

と
二
人
暮
ら
し
で
、
口
げ
ん

か
ば
か
り
し
て
い
ま
す
。

　
記
憶
に
残
る
思
い
出
は

　
子
供
の
頃
、
父
は
体
を
悪

く
し
て
仕
事
が
で
き
ず
、
兄

も
事
業
に
失
敗
し
、
食
べ
物

に
も
事
欠
き
、
隣
近
所
へ
米

を
借
り
に
行
か
さ
れ
た
事
な

ど
、
貧
乏
の
辛
さ
は
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。

　
長
生
き
し
て
思
う
事
は

　
八
人
あ
っ
た
兄
弟
も
私
一

人
に
な
り
、
敬
老
会
に
行
っ

て
も
男
で
年
上
は
一
人
し
か

い
ま
せ
ん
が
、
死
と
言
う
こ

と
は
あ
ま
り
考
え
ま
せ
ん
。

　
毎
日
を
ど
う
し
て
過
ご
し

て
い
ま
す
か

　
米
や
ス
ダ
チ
の
収
穫
も
終

わ
り
、
息
子
が
飼
育
し
て
い

る
牛
に
朝
夕
餌
を
や
る
の
が

日
課
で
、
昼
の
間
は
自
分
が

植
え
た
杉
や
桧
の
成
長
を
楽

し
み
な
が
ら
世
話
を
し
た
り

ゴ
ゾ
ゴ
ゾ
し
て
い
ま
す
。
じ

っ
と
し
て
い
る
時
間
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
最
近
の
楽
し
み
は

　
家
の
下
の
川
で
ウ
ナ
ギ
、

カ
ニ
、
ア
ユ
な
ど
を
捕
っ
て
、

知
人
や
親
戚
を
呼
ん
で
食
べ

て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
ア
ユ

は
上
勝
町
へ
も
カ
ブ
に
乗
っ

て
捕
り
に
行
き
ま
す
。
　
　

　
　
　
　
　

　
幸
せ
だ
と
思
う
事
は

　
子
や
孫
、
ひ
孫
が
み
ん
な

元
気
で
い
て
く
れ
る
事
ほ
ど

幸
せ
な
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

編編編

集集集

後後後
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来
年
、
徳
島
県
で
行
わ
れ
る
国
民
文
化
祭
に

向
け
て
、
人
形
文
化
交
流
館
で
人
形
と
花
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ビ
ッ
グ
ひ

な
祭
り
も
迫
力
満
点
で
す
が
、
色
と
り
ど
り
の

花
に
囲
ま
れ
た
人
形
た
ち
も
可
憐
で
華
や
か
で

見
応
え
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の
影
で
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
た
町
民
祭
が
来
年
は
中
止
さ
れ
る
よ
う

で
す
。
町
民
が
集
い
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
が
少

な
く
な
る
中
﹁
小
、
中
学
校
の
運
動
会
と
一
緒

に
し
て
は
﹂
﹁
規
模
を
縮
小
し
て
で
も
開
催
す

べ
き
﹂
﹁
参
加
者
も
減
る
一
方
だ
し
、
こ
の
際
や

め
た
ら
﹂
な
ど
様
々
な
意
見
が
あ
り
ま
す
。
交

流
に
よ
る
賑
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
も
良
い
と
思

い
ま
す
が
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
情
熱
を
消
し
て
し
ま
っ
て
は
、
本
末
転
倒

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 　
　
　
　
　

 

︵
貴
志
︶

溝 田 武 仙さん（三渓)

大正４年９月19日生 （満91歳)

たけ  のり

A

DTP
元気が一番

DTP
編集後記




